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今年の梅雨はとても長く外出が出来る日はほとんどありませんでした。先月号に引き続き、今

月号もあさみぞハウス内で行われているレクレーションのご紹介です。レクレーションの道具は

特別に購入したものはなく、ほとんどが職員による手作りです。中段の写真にある木製のクラブ

でティッシュの箱をなるべく遠くをねらって押します。ただし、テーブルから箱が落ちてしまう

と 0点になってしまいます。全員で高得点を目指しました。左下の写真では、ご利用者がお家に

あった麻雀牌を持参してくださり、何十年ぶりに麻雀を楽しみました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急事態宣言解除までは誕生会のケーキ以外は手作りのものでなく、市販のものを召し上がって

頂いていましたが、７月よりおやつ作りも再開いたしました。サランラップを使用して、自分で

作るおはぎや、ホットプレートで焼く餃子の皮を使ったピッツァなどご利用者が参加できるおや

つ作りを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あさみぞハウスではご利用者様を募集しております。見学をご希望の方はご連絡下さい。 
また、介護相談も承っておりますのでお気軽にお電話ください。 
☎042-711-9435  担当：仲田 
 

                  あさみぞハウスでご利用者が過ごしている様子を 
                  ご家族の皆様にもっとご覧になっていただくため、 
                  Facebook にあさみぞハウスでの日常生活を投稿 

しています。ぜひご覧ください。 
                               

あさみぞハウス  
で検索してみてください          

     
                        
 
 

『ひまわり』は喜楽会のホームページでも
ご覧になることが出来ます。

あさみぞハウス 検 索

7月の事故・苦情・相談件数 
 

ヒヤリハット  ４件 利用者同士のトラブル 

離設、福祉用具、独歩 

事   故   3件 バイタル測定、 

介護中の怪我  

 

苦情、相談はありませんでした 

8 月の予定 
１０日（月） 制作クラブ 

１１日（火） 制作クラブ 

１４日（木） 喫茶ひまわり 

１９日（水） 誕生日会 

２1日（金） ミニ夏祭り 

 

健 康 だ よ り 
 

～夏に多い食中毒について～ 
 

細菌性の食中毒は夏場に多いので、家庭で食材を取り扱う場合は注意が
必要です。細菌性の食中毒はウィルス性の食中毒と同様、下痢や嘔吐のな
どの症状があります。小さい子供や高齢者は重症化しやすいので、特に気
を付けなければなりません。 
①細菌を食べ物に付けない②食べ物に付いた細菌を増やさない③付いて

しまった菌をやっつけるというのが原則です。夏の暑さで食べ物は細菌が
増えやすいので、正しい保存方法で食べ物を傷めないような工夫をしてい
きましょう。 


